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指導者： 

１ 日   時  ： 令和５年２月１日（水） 第５校時 

２ 場   所  ： ２年 組教室 

３ 学年・学級  ： 第２学年 組（３８名）  

４ 単 元 名  ： Unit７ World Heritage Sites 

（１）単 元 観 

本単元は，中学校学習指導要領外国語編 第二章２内容（１）英語の特徴やきまりに関する事項  

エの（ウ）受け身の文法事項を扱う。題材としては，オーストラリア，イタリア，日本の世界遺産 

を通して，その素晴らしさや，その遺産が抱える課題，また，世界遺産が人々の心や文化に与える 

影響などについて考えることができる内容となっている。また，遺産認定を行う UNESCO の理念 

である「平和の砦」について知ることで，世界遺産が持つ価値や，国や地域を越えた平和の在り方 

についても学ぶことができる単元である。 

 単元を貫く問いとしては，「世界遺産になる場所と，ならない場所の違いは何だろう」を設定し， 

自分が世界遺産リストに載せたいと思う場所について説明する表現活動を行うことで思考を深め 

させたい。仲間たちがそれぞれどのような理由でどのような場所を推薦するのかを共有すること 

で，仲間をさらに知る活動につなげることもできる単元である。 

 

（２）生 徒 観 

令和４年４月に行われた NRT によると，本学級の全国比は，聞くこと 103，話すこと 111，読 

むこと 109，書くこと 121 で，全ての領域で全国を上回った。しかし，問題別に見てみると，質問 

やアナウンスを聞き応じる（全国比 99），テ―マに沿ってスピーチをする（全国比 99），長文の概 

要や要点を読み取る（全国比 96）と，「何を求められているのか」を捉えるような力が，他クラス 

よりも低いことがわかった。 

 同じ時期に行った hyper-QU では，４人の生徒が学習意欲が低いという結果が出ており，学級 

との関係に不安や不満足を抱えている生徒も４人いることがわかった。全体的には親和的な学級 

集団と言えるが，表面的に見えにくい困難さを抱えている生徒が安心して，または意欲的に学習で 

きる活動を仕組んでいく必要がある。  

本学年は，１年時から学期に１～２回，自分らしさの出るようなパフォーマンス課題を継続す 

ることで表現力をつけてきた。ALT にも添削に協力してもらいフィードバックを繰り返してきた 

ことで，「自分のことを伝える力」はある程度は付いてきたと考えている。しかし，相手の理解に 

応じて伝える，相手のコメントに質問で返す，既習表現に言い換えて伝えるなどの，「相手の立場 

に立って伝える」力はまだ不十分であると感じる。「何を求められているのか」を的確に判断し， 

「何を伝えれば相手が理解してくれるのか」を整理させながら，言語活動を行いたい。 

 また，NRT の結果によると，本学級には１～２段階の生徒は 21%（８人）おり，中でも課題の 

大きい１の生徒は５％（２人）である。自分の考えを持つことや，選択肢があっても選ぶことがで 

きない生徒もいるため，まずはその壁をなくし，英語活動の場に上げられるような支援が必要であ 

る。 

第２学年 英語科学習指導案 

単元名：Unit7 World Heritage Site 

単元名：おくのほそ道  
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（３）指 導 観 

    本単元は，本校で育成を目指す「伝える力」「問題解決能力」に重点を置き指導を展開する。 

単元の前半では，受け身を正しく使う技能を習得させるため，仲間とのコミュニケーションを通し 

て伝える力を育てたい。その際は，「何のために，何を伝えるのか」を意識させ，相手に伝わる表 

現やキーワードは何かを考えさせながら行わせる。 

 単元の後半では，世界遺産が抱える課題や，素晴らしいにも関わらず世界遺産に登録されていな 

い場所について触れながら，「世界遺産への訪問者はどう行動するべきか」「どうすれば世界遺産登 

録されるか」等について考えさせ，問題解決能力をつけたい。そのため，パフォーマンス課題とし 

て，「『自分が世界遺産に推したい場所』を UNESCO の機関に認定してもらえるような推薦文を書 

こう」をテーマに，表現活動をさせる。 

 支援の必要な生徒には，選択肢や定型文を提示したり，モニターや板書を使って思考や活動の助 

けになるような表現を示すなど，授業に参加しやすい工夫を行う。 

 

（４）本単元において育成しようとする資質・能力 

  本校で育成しようとする資質・能力は以下の４点である。 

 

 

 

この中から，本単元で育成しようとする資質・能力は次の２点に重点を置くものとする。 

    【思考力，判断力，表現力等】 

 ① 伝える力      日本のものや場所について，受動態を使い説明している。 

② 問題解決能力 世界遺産になってほしい場所を，その魅力が伝わるように説明している。 

 

５ 単元の目標と評価規準 

 〇 単元の目標 世界遺産の特徴を知り，その特別な価値，抱える課題，解決策について考える。 

         受け身の文型を理解し，事実を整理して伝えたり，情報の概要を捉えたりする。 

         世界遺産になってほしい場所を，その魅力が伝わるように表現する。 

   ○ 単元の評価規準 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

・受け身の文型や用法，意味

を理解している。 

・受け身の文の理解をもと 

に，世界遺産などについて 

の情報を正しく捉える技能 

を身に付けている。 

・受け身の文の理解をもと 

に，事実を整理して伝えた 

り説明したりする技能を身 

に付けている。 

・世界遺産の特徴などについて知 

り，その特別な価値について考 

えるために，情報の概要を捉え 

ている。 

・あるものを説明するために，事 

実を整理し，コミュニケーショ 

ンをとっている。 

・世界遺産になってほしい場所を 

紹介するために，その魅力が伝 

わるように表現している。 

・世界遺産の特徴などについて知

り，その特別な価値について考

えるために，情報の概要を正し

く捉えようとしている。 

・あるものを説明するために， 

事実を整理し，コミュニケー 

ションをとろうとしている。 

・世界遺産になってほしい場所 

を紹介するために，その魅力 

が伝わるように表現しようと 

している。 

【知識及び技能】 
【思考力，判断力，表現力等】 ① 伝える力  ② 問題解決能力 
【学びに向かう力，人間性等】 ③ 協働する力 ④ 公共心     
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６ 指導と評価の計画   全 13 時間 （本時は 4／13） 

次 学習内容（時数） 

評価 

知

技 

思 

判 

表 

主

体 
評価規準 評価方法 

資質・能力 

（評価方法） 

１ 

受け身（肯定文）の

文型を理解し，事

実を伝える文を正

しく書く。 

◎ 

  〔知技〕受け身の文の理解をもと 

に，事実を整理して伝えたり説明

したりする技能を身に付けてい

る。 

行動観察 

振り返り 

 

２ 

世界遺産とはどの

ようなものかを読

み取る。 

  

◎ 

〔主〕世界遺産の特徴などについ

て知り，その特別な価値につい

て考えるために，情報の概要を

捉えようとしている。 

行動観察 

振り返り 

 

3 

受け身（疑問・否定

文）の文型を正し

く理解し，事実を

尋ねる文を正しく

書く。 

◎  

 

〔知技〕受け身の文の理解をもと 

に，事実を整理して伝えたり説明 

したりする技能を身に付けてい 

る。 

行動観察 

振り返り 

 

4 

受け身の文型を正

しく理解し，簡単

なコミュニケーシ

ョンをとる。 

 ◎ 

◎ 

〔思判表〕〔主〕あるものを説明す 

るために，事実を整理し，コミュ 

ニケーションをとっている/ とろ

うとしている。 

行動観察 

振り返り 

ワーク 

シート 

【伝える力】 

日本のものや場

所について，受動

態を使い説明し

ている。 

5 

ブルーマウンテン

が自然遺産である

理由を読み取る。 

 ◎ 

 

〔思判表〕世界遺産の特徴などに 

ついて知り，その特別な価値につ 

いて考えるために，情報の概要を

捉えている。 

行動観察 

振り返り 

 

６ 

 

7 

世界遺産ベネチア

を紹介した文を読

み，情報を正しく

捉える。 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

 

〔思判表〕世界遺産の特徴などに 

ついて知り，その特別な価値につ 

いて考えるために，情報の概要を 

捉えている。 

〔知技〕受け身の文の理解をもと 

に，世界遺産などについての情報 

を正しく捉える技能を身に付けて 

いる。 

 

行動観察 

振り返り 

 

 

8 

助動詞を含む受け

身の文型を正しく

理解し，事実を伝

える文を書く。 

◎  

 

〔知技〕受け身の文の理解をもと 

に，事実を整理して伝えたり説明 

したりする技能を身に付けてい 

る。 

行動観察 

振り返り 
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9 

 

 

 

10 

 

 

 

富士山が，人の心

や文化にもたらす

影響を読み取る。 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

 

〔思判表〕世界遺産の特徴などに 

ついて知り，その特別な価値につ 

いて考えるために，情報の概要を 

捉えている。 

〔知技〕受け身の文の理解をも 

とに，世界遺産などについての 

情報を正しく捉える技能を身に 

付けている。 

行動観察 

振り返り 
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12 

 

13 

世界遺産になって

ほしい場所の魅力

を伝える。 

 ◎ 

 

 

◎ 

〔思判表〕世界遺産になってほし 

い場所を紹介するために，その魅 

力が伝わるように表現している。 

〔主体〕世界遺産になってほしい

場所を紹介するために，その魅力 

が伝わるように表現しようとして

いる。 

ワーク 

シート 

振り返り 

作品 

【問題解決能力】 

世界遺産になっ

てほしい場所を，

その魅力が伝わ

るように説明し

ている。 

 

 

 

７ 本 時 の 展 開 

（１）本時の目標 

    

 

（２）観点別評価規準 

【思考力・判断力・表現力等】あるものを説明するために，事実を整理し，コミュニケーションを 

とっている。 

【主体的に学習に取り組む態度】あるものを説明するために，事実を整理し，コミュニケーション 

をとろうとしている。 

   評価方法：行動観察，ワークシート，振り返り 

 

（３）育成したい資質・能力の評価基準 

資質・能力 評価基準（例） 

①伝える力 

A 日本のものや場所について，受動態を１つ以上使い，相手の理解に応じて必要な 

情報を入れて説明している。 

B 日本のものや場所について，受動態を１つ使い，説明している。 

C B を満たしていない。 

 

（４）準備物：Chromebook, カード, ワークシート，振り返り，ミニテストシート 

 

 

 

 

受動態を使って，身近なものを説明する。 
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（５）学習の展開  

 

学習活動 
指導上の留意事項（・） 

（努力を要する生徒への指導の手立て◆） 

評価規準 
○教科の事項 
☆資質・能力 
（評価方法） 

導

入 

〇Mini conversation 

 5 分で 3 人以上と３往復以上 

の会話を目標に行う。 

 

〇Mini test 

 前日の宿題の単語テスト 

 （自己採点） 

 

〇受動態復習 

 

 

 

 

・できるだけ２文以上の返事で返す。 

◆カードの英文にカタカナを振り， 

会話が始められるようにする。 

 

・テンポよく進める。 

 

◆本時の展開に繋がる文で復習する。 

 

 

 

展

開 

〇活動の説明 

例文の提示（モニターで提示） 

 

〇活動開始 

・カードに書かれた物や場所を 

相手に説明したり答えたりす 

る。 

・お互いに説明し合ったら，新 

たなカードを取り，新たなペ 

アで繰り返し行う。 

 

 

 

 

 

〇ワークシートによる強化 

 ・モニターに，３つの絵や写 

真を提示し，説明文を書か 

せる。 

・修学旅行へのイメージを持たせ，必 

要感や意欲を高める。会話のイメ 

ージを持たせる。 

 

◆モニターに文型を映しておく。 

・必要な情報から伝えて，できるだけ 

１文で相手に当ててもらうように 

説明させる。 

・説明が上手だった生徒がいれば，そ 

れを共有する。 

 

 

 

 

 

・他の人の説明を聞いて，参考になる 

表現があれば取り入れさせる。 

・同じ物を説明するにしても，様々な 

表現があることを共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇〔思判表/主体〕 

あるものを説明するた

めに，事実を整理し，

コミュニケーションを

とっている／とろうと

している。 

 

☆伝える力 

日本のものや場所につ

いて，受動態を１つ使

い，説明している。 

ま

と

め 

〇振り返り ・本日の活動で，いくつの物を説明し，当 

ててもらえたか，誰の説明がわかりや 

すかったか，それはなぜだと思うか，わ 

かりやすい説明には何が必要だと思う 

かを書かせる。 

 

課題の設定 

 

【本時の目標】外国人に日本の物や場所の説明を求められた時の練習をする。 

【主体的・対話的な学びの時間】 

カードに示された物・場所などを， 

相手に当ててもらおう。 
💡 
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提示するスライド 

     
         １                        ２ 

  

     
         ３                        ４ 

 

    
         ５                        ６ 

 

   
          ７                       ８ 


